




























































  (１) …三十八，三十九，四十，四十一と小坊主が柄杓で茶を汲むたびごとに，境内から声
があがるようになった。たしかに不思議な釜だ。まだ茶が尽きない。だがしかし，こん
な小坊主が光泉寺にいたというのも不思議である。(井上ひさし「腹鼓記」)(BCCWJ)２ 


















種類の組み合わせ（90 種類×90 種類＝8100 組）を網羅的に調べている。調査範囲（コーパス）
は，CD-ROM 版『新潮文庫の 100 冊』（翻訳作品は除外），『朝日新聞 天声人語・社説 1985







































順接型 × × △ × △ △ ×
逆接型 △ ○ × × × × ×
添加型 × ○ ○ ○ ○ × ×
対比型 ○ ○ ○ ○ ○ × ×
転換型 × △ × × ○ × ×
同列型 ○ ○ ○ ○ ○ × ○
補足型 × × × × × × ×
注 「○」は実例を見つけている組み合わせ。 
   「×」は実例を見つけていない組み合わせ。 




















































































た一方」「ただしかし」の２組を追加し，計 11 組を選定した（表２参照）。 



















組み合わせ 頻度 順位 頻度 順位 頻度 順位 類型 
しかし一方 56 1 6 26 106 2 逆接型＋対比型 
だが一方 36 2 -- -- 17 10 逆接型＋対比型 
しかしたとえば 21 3 - - 32 7 逆接型＋同列型 
そしてまた 18 4 363 2 243 1 添加型＋添加型 
ただ一方 11 5 0 11 11 補足型＋対比型 
しかしまた 10 6 106 4 41 6 逆接型＋添加型 
そしてさらに 9 7 96 5 59 4 添加型＋添加型 
あるいはまた - - 560 1 92 3 対比型＋添加型 
なおかつ - - 332 3 18 9 （連語相当・添加） 
また一方（追加） 3 15 2 37 47 5 添加型＋対比型 
ただしかし（追加） 0  22 15 19 8 補足型＋逆接型 




類型 接続表現 頻度 全体順位
逆接型 しかし 21026 1
順接型 だから 6682 5
対比型 一方 2051 23
添加型 また 18237 2
転換型 ところで 563 46
同列型 つまり 4749 10





  しかし だから 一方 また ところで つまり ただ
後続 しかし - 0 1 1 0 0 19
だから 8（だからこそ） - 0 2（だからこそ） 0 0 0
一方 106 0 - 47 0 0 11
また 41 1 6 - 2 0 2
ところで 0 0 0 0 - 0 0
つまり 0 4 0 0 0 - 0













表５ 高頻度組み合わせ 11 組の出現頻度（ジャンル別） 
組み合わせ BK MD WR YC 合計 
そしてまた 93 149 1 0 243 
しかし一方 59 26 18 3 106 
あるいはまた 30 62 0 0 92 
そしてさらに 43 15 1 0 59 
また一方（追加） 14 25 8 0 47 
しかしまた 30 9 0 2 41 
しかしたとえば 27 3 1 1 32 
ただしかし（追加） 2 17 0 0 19 
なおかつ 6 10 0 2 18 
だが一方 17 0 0 0 17 
ただ一方 4 7 0 0 11 
 
 





























そしてまた 5 13 8 21 9 1 0 3 4 27 2 93
しかし一方 1 4 6 17 4 2 1 4 3 15 2 59
あるいはまた 0 4 2 11 2 1 0 1 2 6 1 30
そしてさらに 0 8 7 7 2 1 2 1 1 13 1 43
また一方（追加） 0 0 2 8 0 0 0 1 0 3 0 14
しかしまた 0 7 3 8 0 0 0 1 2 8 1 30
しかしたとえば 0 5 4 6 1 3 1 1 2 4 0 27
ただしかし（追加） 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2
なおかつ 1 1 1 2 0 0 0 0 0 1 0 6
だが一方 0 2 0 3 0 1 0 1 0 10 0 17







み合わせの使用頻度 ÷ 先行接続表現の使用頻度 × 100」で算出する。もう一つは，後続
接続表現「また」に対する使用率（「後続表現比」）であり，「二重使用の組み合わせの使用頻











  BK MD WR YC 合計
そしてまた 93 149 1 0 243
そして 12987 1746 149 590 15472
また 8759 2163 5688 1627 18237
先行表現比 0.72 8.53 0.67 0.00 1.57
後続表現比 1.06 6.89 0.02 0.00 1.33
 
 
表８ 「そしてまた」の先行表現比・後続表現比（書籍NDC 第一次区分別） 




























そしてまた 5 13 8 21 9 1 0 3 4 27 2 93
そして 231 1179 1211 2808 644 472 314 664 198 4980 286 12987
また 221 640 953 3250 783 604 412 379 178 1232 107 8759
先行表現比 2.16 1.10 0.66 0.75 1.40 0.21 0.00 0.45 2.02 0.54 0.70 0.72









表９ 「しかし一方」の先行表現比・後続表現比（ジャンル別・書籍NDC 第一次区分別） 
  MD WR 合計 8 言語 分類なし BK 集
計 
しかし一方 26 18 106 3 2 59 
しかし 2155 944 21026 311 213 16885 
一方 238 765 2193 20 11 1009 
先行表現比 1.21 1.91 0.50 0.96 0.94 0.35 









表 10 「あるいはまた」の先行表現比・後続表現比（ジャンル別・書籍NDC 第一次区分別） 
  MD 合計 8 言語 分類なし BK 集
計 
あるいはまた 62 92 2 1 30
あるいは 378 1371 24 11 952
また 2163 18237 178 107 8759
先行表現比 16.40 6.71 8.33 9.09 3.15
後続表現比 2.87 0.50 1.12 0.93 0.34
 
 
表 11 「そしてさらに」の先行表現比・後続表現比（ジャンル別・書籍NDC 第一次区分別） 
  MD 合計 1 哲学 分類なし BK 集
計 
そしてさらに 15 59 8 1 43
そして 1746 15472 1179 286 12987
さらに 596 4169 160 24 2435
先行表現比 0.86 0.38 0.68 0.35 0.33
後続表現比 2.52 1.42 5.00 4.17 1.77
 
 
表 12 「また一方」の先行表現比・後続表現比（ジャンル別・書籍NDC 第一次区分別） 
  MD 合計 BK 集
計 
また一方 25 47 14
また 2163 18237 8759
一方 238 2193 1009
先行表現比 1.16 0.26 0.16
後続表現比 10.50 2.14 1.39
 
 
表 13 「しかしまた」の先行表現比・後続表現比（ジャンル別・書籍NDC 第一次区分別） 
  MD 合計 1 哲学 8 言語 分類なし BK 集
計 
しかしまた 9 41 7 2 1 30 
しかし 2155 21026 1421 311 213 16885 
また 2163 18237 640 178 107 8759 
先行表現比 0.42 0.19 0.49 0.64 0.47 0.18 










表 14 「しかしたとえば」の先行表現比・後続表現比（ジャンル別・書籍NDC 第一次区分別） 
  合計 1 哲学 2 歴史 BK 集
計 
しかしたとえば 32 5 4 27
しかし 21026 1421 1706 16885
たとえば 4738 279 235 3302
先行表現比 0.15 0.35 0.23 0.16
後続表現比 0.68 1.79 1.70 0.82
 
 
表 15 「ただしかし」の先行表現比・後続表現比（ジャンル別・書籍NDC 第一次区分別） 
  MD 合計 1 哲学 9 文学 BK 集
計 
ただしかし 17 19 1 1 2
ただ 1563 5591 177 1312 2791
しかし 2155 21026 1421 4971 16885
先行表現比 1.09 0.34 0.56 0.08 0.07
後続表現比 0.79 0.09 0.07 0.02 0.01
 
 
表 16 「なおかつ」の先行表現比・後続表現比（ジャンル別・書籍NDC 第一次区分別） 
  MD YC 合計 0 総記 1 哲学 2 歴史 3 社会科学 BK 集
計 
なおかつ 10 2 18 1 1 1 2 6
なお 647 182 2829 25 63 151 451 1057
かつ 23 3 55   2 2 4 27
先行表現比 1.55 1.10 0.64 4.00 1.59 0.66 0.44 0.57
後続表現比 43.48 66.67 32.73 0.00 50.00 50.00 50.00 22.22
 
 
表 17 「だが一方」の先行表現比・後続表現比（ジャンル別・書籍NDC 第一次区分別） 
  合計 1 哲学 5 技術工学 9 文学 BK 集
計 
だが一方 17 2 1 10 17
だが 5128 231 118 3022 5097
一方 2193 61 71 153 1009
先行表現比 0.33 0.87 0.85 0.33 0.33










表 18 「ただ一方」の先行表現比・後続表現比（ジャンル別・書籍NDC 第一次区分別） 
  MD 合計 3 社会科学 5 技術工学 8 言語 BK 集
計 
ただ一方 7 11 2 1 1 4 
ただ 1563 5591 541 80 44 2791 
一方 238 2193 382 71 20 1009 
先行表現比 0.45 0.20 0.37 1.25 2.27 0.14 





  ① 「国会会議録」で偏って使用される組み合わせが多い。これらの組み合わせは，全体で
「添加型」「対比型」「補足型」の機能を果たしていると見られる。 
   ・頻度 10 以上 2.5 倍以上 
    「そしてまた」（添加型＋添加型），「あるいはまた」（対比型＋添加型），「また一
方」（添加型＋対比型），「ただしかし」（補足型＋逆接型） 
   ・頻度 10 以上 ２倍以上 
    「しかし一方」（逆接型＋対比型），「そしてさらに」（添加型＋添加型），「なおか
つ」（補足型＋添加型）（全体で慣用的） 
   ・頻度９以下 2.5 倍以上 
    「ただ一方」（補足型＋対比型） 
   ・頻度９以下 ２倍以上 
    「しかしまた」（逆接型＋添加型） 
  ② 白書では，「しかし一方」が多用されている。 
























位）（頻度 2051），「ところで」（転換型）（同 46 位）（頻度 563），「つまり」（同列型）
（同 10 位）（頻度 4749），「ただ」（補足型）（同７位）（頻度 5591）の４語である。10 
 さらに，「ところで」の二重使用例が極めて少ないために「さて」（転換型）（同 51 位）（頻
度 479）を追加した。また，逆接型の接続表現の比較のために「だが」（逆接型）（同８位）（頻
度 5128）を追加した。 













 まず，二重使用の組み合わせ（後続表現が「市川」の場合）の異なり組数は 40 組あり，その
うち，使用頻度（合計）10 以上の組み合わせを示すと表 19 のようになる。 
 また，二重使用の組み合わせ（後続表現が「市川以外」の場合）の異なり組数は 44 組あり，
そのうち，使用頻度（合計）10 以上の組み合わせを示すと表 20 のようになる。 
 文章ジャンルによる偏りを明らかにするために，「しかし」の出現頻度（総数）に対する二重
使用の比率を算出した。 
 表 21 の「しかし総数」は「しかし」の出現頻度，「しかし＋市川」「しかし＋市川以外」は
それぞれ「市川」「市川以外」を後続表現とする二重使用の出現頻度である。「しかし＋市川 比
率」は「「しかし＋市川」 ÷ しかし総数 × 100」」，「しかし＋市川以外 比率」は「「し











 表 23 は，書籍 NDC 第一次区分別の表である。「1 哲学」「8 言語」での「合計 比率」が









表 19 先行表現「しかし」の二重使用の使用頻度（合計）10 以上の組み合わせ（後続表現が「市川」
の場合） 
しかし＋市川 BK MD WR YC 合計 
しかし一方 59 26 18 3 106 
しかしまた 30 9 0 2 41 
しかしたとえば 27 3 1 1 32 
しかし他方 17 7 7 0 31 
しかしそのとき 22 0 0 1 23 
しかし少なくとも 15 4 0 0 19 
しかしやがて 17 0 0 0 17 
しかしそれにもかかわらず 15 1 0 0 16 
しかし逆に 12 1 1 1 15 
しかしそのためには 8 2 2 0 12 
しかしそもそも 10 0 0 1 11 
しかしでは 7 4 0 0 11 











表 20 先行表現「しかし」の二重使用の使用頻度（合計）10 以上の組み合わせ（後続表現が「市川以
外」の場合） 
しかし＋市川以外 BK MD WR YC 合計 
しかし同時に 54 22 4 0 80 
しかしそれでも 45 3 1 3 52 
しかしいずれにしても 22 20 0 0 42 
しかしその一方 28 6 5 0 39 
しかしだからといって 34 2 1 1 38 
しかし結局 28 4 0 1 33 
しかしそれにしても 18 5 0 0 23 
しかし反面 7 5 1 0 13 
しかしその反面 10 1 1 0 12 
しかしそれと同時に 8 2 1 0 11 
しかしそうはいっても 10 0 0 0 10 
しかしそれでもなお 9 0 0 1 10 
 
 
表 21 先行表現「しかし」の出現頻度（総数）に対する二重使用の比率（ジャンル別） 
BK MD WR YC 合計 
しかし総数 16885 2155 944 1042 21026 
しかし＋市川 319 75 29 9 432 
しかし＋市川以外 316 82 16 7 421 
しかし＋市川 比率 1.89 3.48 3.07 0.86 2.05 
しかし＋市川以外 比率 1.87 3.81 1.69 0.67 2.00 
合計 比率 3.76 7.29 4.77 1.54 4.06 
 
 

















































しかし総数 384 1421 1706 4870 1060 728 489 732 311 4971 213 16885
しかし＋市川 5 42 33 87 14 10 8 13 10 91 6 319
しかし＋市川以外 6 37 31 105 10 12 7 12 7 86 3 316
しかし＋市川 比率 1.30 2.96 1.93 1.79 1.32 1.37 1.64 1.78 3.22 1.83 2.82 1.89
しかし＋市川以外 比率 1.56 2.60 1.82 2.16 0.94 1.65 1.43 1.64 2.25 1.73 1.41 1.87
合計 比率 2.86 5.56 3.75 3.94 2.26 3.02 3.07 3.42 5.47 3.56 4.23 3.76
 
 
表 24 先行表現「しかし」の使用頻度の高い組み合わせ（書籍NDC 第一次区分別） 












型）（書籍 14 回）（国会会議録 25 回），「また同時に」（添加型＋添加型）（書籍 24 回）（国





加型）（書籍 93 回）（国会会議録 149 回），「そしてさらに」（添加型＋添加型）（書籍 43
















 使用頻度は「書籍」に多い。「国会会議録」での二重使用は 21 例であり，比率は見かけ上高
くなっているだけである。使用頻度が相対的に高い組み合わせは，「だからたとえば」（順接型
＋同列型）（書籍 9 回）（国会会議録 5 回），「だからむしろ」（順接型＋対比型）（書籍 7 回）






4.3.8 「ところで」を先行表現とする二重使用 の文章ジャンルによる偏り（表31参照） 
 使用頻度は合計８でありごく少ない。「ところでいったい」（転換型＋転換型）（書籍 3 回）
（国会会議録 1 回）などがある程度である。 
 
4.3.9 「さて」を先行表現とする二重使用の文章ジャンルによる偏り（表32参照） 
 「国会会議録」は二重使用は 26 例であり，比率は見かけ上高くなっているとも見られる。使
用頻度が相対的に高い組み合わせは，「さてそこで」（転換型＋順接型）（書籍 1 回）（国会会
議録 11 回），「さてそれでは」（転換型＋転換型）（書籍 1 回）（国会会議録 6 回），「さて








接型）（書籍 2 回）（国会会議録 17 回），「ただ一方」（補足型＋対比型）（書籍 4 回）（国
会会議録 7 回），「ただそうはいっても」（補足型＋逆接型）（書籍 1 回）（国会会議録 5 回），







表 25 先行表現「また」の出現頻度（総数）に対する二重使用の比率（ジャンル別） 
  BK MD WR YC 合計 
また総数 8759 2163 5688 1627 18237 
また＋市川 69 56 15 11 151 
また＋市川以外 41 21 4 2 68 
また＋市川 比率 0.79 2.59 0.26 0.68 0.83 
また＋市川以外 比率 0.47 0.97 0.07 0.12 0.37 
合計 比率 1.26 3.56 0.33 0.80 1.20 
 
 
表 26 先行表現「そして」の出現頻度（総数）に対する二重使用の比率（ジャンル別） 
  BK MD WR YC 合計 
そして総数 12987 1746 149 590 15472 
そして＋市川 229 206 3 3 441 
そして＋市川以外 44 19 1 0 64 
そして＋市川 比率 1.76 11.80 2.01 0.51 2.85 
そして＋市川以外 比率 0.34 1.09 0.67 0.00 0.41 
合計 比率 2.10 12.89 2.68 0.51 3.26 
 
 
表 27 先行表現「でも」の出現頻度（総数）に対する二重使用の比率（ジャンル別） 
  BK MD WR YC 合計 
でも総数 4611 63 1 2874 7549 
でも＋市川 55 0 0 7 60 
でも＋市川以外 39 1 0 7 46 
でも＋市川 比率 1.19 0.00 0.00 0.24 0.79 
でも＋市川以外 比率 0.85 1.59 0.00 0.24 0.61 
合計 比率 2.04 1.59 0.00 0.49 1.40 
 
 
表 28 先行表現「だが」の出現頻度（総数）に対する二重使用の比率（ジャンル別） 
  BK MD WR YC 合計 
だが総数 5097 20 2 9 5128 
だが＋市川 90 8 0 1 99 
だが＋市川以外 89 0 0 0 89 
だが＋市川 比率 1.77 40.00 0.00 11.11 1.93 
だが＋市川以外 比率 1.75 0.00 0.00 0.00 1.74 










表 29 先行表現「だから」の出現頻度（総数）に対する二重使用の比率（ジャンル別） 
  BK MD WR YC 合計 
だから総数 5095 1009 1 577 6682 
だから＋市川 39 19 0 2 60 
だから＋市川以外 1 2 0 0 3 
だから＋市川 比率 0.77 1.88 0.00 0.35 0.90 
だから＋市川以外 比率 0.02 0.20 0.00 0.00 0.04 
合計 比率 0.79 2.08 0.00 0.35 0.94 
 
 
表 30 先行表現「一方」の出現頻度（総数）に対する二重使用の比率（ジャンル別） 
  BK MD WR YC 合計 
一方総数 1009 232 764 46 2051 
一方＋市川 5 3 0 0 8 
一方＋市川以外 0 0 0 0 0 
一方＋市川 比率 0.50 1.29 0.00 0.00 0.39 
一方＋市川以外 比率 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 
合計 比率 0.50 1.29 0.00 0.00 0.39 
 
 
表 31 先行表現「ところで」の出現頻度（総数）に対する二重使用の比率（ジャンル別） 
  BK MD WR YC 合計 
ところで総数 363 105 8 87 563 
ところで＋市川 4 3 0 0 7 
ところで＋市川以外 1 0 0 0 1 
ところで＋市川 比率 1.10 2.86 0.00 0.00 1.24 
ところで＋市川以外 比率 0.28 0.00 0.00 0.00 0.18 
合計 比率 1.38 2.86 0.00 0.00 1.42 
 
 
表 32 先行表現「さて」の出現頻度（総数）に対する二重使用の比率（ジャンル別） 
  BK MD YC YC 合計 
さて総数 528 336 94 0 958 
さて＋市川 8 26 1 0 35 
さて＋市川以外 3 0 0 0 3 
さて＋市川 比率 1.52 7.74 1.06 0.00 3.65 
さて＋市川以外 比率 0.57 0.00 0.00 0.00 0.31 










表 33 先行表現「つまり」の出現頻度（総数）に対する二重使用の比率（ジャンル別） 
  BK MD WR YC 合計 
つまり総数 4003 428 33 285 4749 
つまり＋市川 4 2 0 0 6 
つまり＋市川以外 0 2 0 0 2 
つまり＋市川 比率 0.10 0.47 0.00 0.00 0.13 
つまり＋市川以外 比率 0.00 0.47 0.00 0.00 0.04 
合計 比率 0.10 0.93 0.00 0.00 0.17 
 
 
表 34 先行表現「ただ」の出現頻度（総数）に対する二重使用の比率（ジャンル別） 
  BK MD WR YC 合計 
ただ総数 2791 1563 41 1196 5591 
ただ＋市川 11 40 0 1 52 
ただ＋市川以外 17 20 0 2 39 
ただ＋市川 比率 0.39 2.56 0.00 0.08 0.93 
ただ＋市川以外 比率 0.61 1.28 0.00 0.17 0.70 





  ① 接続表現の二重使用は文章ジャンルによる偏りが見られる。 
  ② 二重使用は，全般的に「国会会議録」での使用の比率が高い。 
  ③ 「国会会議録」での二重使用の組み合わせの種類（異なり）は多いが，頻用される組み
合わせはある程度限られる。頻用される組み合わせは，全体で「添加型」「逆接型」「対
比型」の機能を果たす場合が多い。 




  ④ 「白書」では，「しかし一方」が多用されている。 




































ら  〔結果〕＝かくて・こうして・その結果  〔目的〕＝それには・そのためには 
逆接型  〔反対，単純な逆接〕＝しかし・けれども・だが・でも・が」といっても・だとしても（以
上，仮定的な意）  〔背反・くいちがい〕＝それなのに・しかるに・そのくせ・それにもかかわらず  〔意
外・へだたり〕＝ところが・それが 
添加型  〔累加，単純な添加〕＝そして・そうして  〔序列〕＝ついで・つぎに  〔追加〕＝そ









転換型  〔転移〕＝ところで・ときに・はなしかわって  〔推移〕＝やがて・そのうちに  〔課
題〕＝さて（主要な話題を持ち出す）｣そもそも・いったい（以上，原本的な事柄を持ち出す）  〔区




補足型  〔根拠づけ〕＝なぜなら・なんとなれば・というのは  〔制約〕＝ただし・もっとも・た
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付 記 
 本稿は，国立国語研究所共同研究「テキストにおける語彙の分布と文章構造」研究発表会（2011 年３月６日，
国立国語研究所）における研究発表「接続表現の二重使用と文章ジャンル」の内容を加筆修正したものである。 
 ２章及び４章の内容の一部は，馬場俊臣（印刷中）に発表予定である。 
 
  
